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プラスチックごみによる海洋汚染が大きな問題となり、使い捨てプラ製品の

使用を減らす「脱プラ」について、耳にすることが増えました。世界的にも、

環境を守るため、レジ袋などプラ製品を規制する動きが広がっています。

その「究極の形」といえるかもしれませんが、ほとんどごみを出さずに「循

環型」の暮らしを送る一家が下高井郡野沢温泉村にいます。

楽しみながら〝脱プラ〟できる工夫はあるのでしょうか？ 月中旬、青山

雄飛さん 、由佳さん と長男あるちゃん １ が暮らす自宅を訪れ、脱プ

ラ生活のヒントを探りました。 （吉尾 杏子）

究極の脱プラ「循環型」の生活
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光
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ど
炊
き
の
パ
エ
リ
ア
か
ら
香

ば
し
い
香
り
が
漂
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。
食
卓
に
は
、

湧
き
水
で
入
れ
た
野
草
茶
や
青
菜
の

炒
め
物
が
並
ぶ
。
「
畑
で
一
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に
取

っ
た
大
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だ
よ
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。
雄
飛
さ
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あ

る
ち
ゃ
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物
を
入
れ
る

と
、
あ
る
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ゃ
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に
っ
こ
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に
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野
沢
温
泉
村
で
青
山
さ
ん
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が
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ら
す
木
造
３
階
建
て
住
居
。
昼

時
、
取
れ
た
て
の
野
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で
作
っ
た
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理
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食
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に
上
る
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煮
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、
友
人
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所
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持
っ

て
き
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く
れ
る
廃
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で
す
」
と
雄
飛

さ
ん
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青
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は
、
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の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
で
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力
を
賄
い
、
水
は
裏
山

の
湧
き
水
を
使
う
。
台
所
用
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は
譲

り
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け
た
年
代
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が
中
心
。
室
内
に

は
一
見
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

は
も
と
よ
り
、
洗
濯
機
も
冷
蔵
庫
も
、

ご
み
箱
す
ら
な
い
と
い
う
徹
底
ぶ
り

だ
。温

泉
や
水
が
豊
か
な
同
村
の
環
境

に
引
か
れ
、
雄
飛
さ
ん
が
移
住
し
て

き
た
の
は
２
０
１
７
年
春
。
元
教
員

の
由
佳
さ
ん
と
結
婚
し
て
あ
る
ち
ゃ

ん
を
授
か
り
、
自
給
自
足
的
な
生
活

を
送
る
。

雄
飛
さ
ん
は
上
水
内
郡
飯
綱
町
出

身
。

歳
で
世
界
放
浪
を
始
め
、
四

十
数
カ
国
を
旅
し
た
。２
０
１
１
年
、

干
ば
つ
や
食
料
不
足
な
ど
の
問
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を

抱
え
る
ア
フ
リ
カ
を
旅
し
、
ウ
ガ
ン

ダ
の
孤
児
施
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に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

滞
在
。
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の
時
の
経
験
か
ら
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子
ど

も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
何
が
で
き

る
の
か
」を
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に
。

プ
ラ
ご
み
の
問
題
に
目
を
向
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
５
年
前
。
新

潟
の
海
で
サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
い
た

時
、
海
岸
に
散
ら
ば
る
ご
み
の
多
さ

に
「
び
っ
く
り
し
た
」
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
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や
洗
剤
容
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な
ど
、
生
活
か
ら

出
た
ご
み
が
「
台
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の
後
な
ど
、
い

っ
ぱ
い
あ
っ
た
」
。

一
度
海
に
流
れ
る
と
半
永
久
的
に

次
の
世
代
に

つ
な
が
る
物
を

分
解
さ
れ
な
い
プ
ラ
ご
み
を
含
む
海

洋
ご
み
は
近
年
、世
界
的
な
問
題
だ
。

海
に
流
出
す
る
プ
ラ
ご
み
は
年
間
８

０
０
万
㌧
以
上
と
さ
れ
る
。
雄
飛
さ

ん
も
最
初
は
海
岸
で
ご
み
を
拾
っ
た

が
、「
根
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
」

と
気
付
き
、
そ
こ
か
ら
、
ご
み
を
出

さ
な
い
暮
ら
し
に
少
し
ず
つ
変
え
て

い
っ
た
。
今
は
物
を
ほ
と
ん
ど
買
わ

な
い
生
活
で
、
レ
ジ
袋
を
は
じ
め
プ

ラ
ご
み
は
ほ
と
ん
ど
出
な
い
。

無
数
の
使
い
捨
て
プ
ラ
製
品
が
現

代
の
便
利
な
生
活
を
支
え
て
い
る

が
、
ど
れ
も
青
山
家
と
は
無
縁
だ
。

ま
た
、
「
自
給
自
足
」
に
は
不
便
で

耐
久
的
な
イ
メ
ー
ジ
も
あ
る
が
、
青

山
さ
ん
た
ち
は
と
て
も
楽
し
そ
う

だ
。
あ
る
ち
ゃ
ん
は
、
紙
お
む
つ
は

着
け
ず
シ
ャ
ツ
１
枚
だ
が
、
気
持
ち

良
さ
そ
う
。
木
の
お
ま
る
を
車
に
見

立
て
て
動
か
し
た
り
、
畑
を
は
だ
し

で
歩
い
た
り
。
既
製
品
の
お
も
ち
ゃ

は
な
い
が
、
「
全
て
が
遊
び
に
な
り

ま
す
」
と
由
佳
さ
ん
。

「
現
代
は
（
使
い
捨
て
の
）
物
で

あ
ふ
れ
返
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
れ

が
次
の
世
代
に
つ
な
が
る
物
か
ど
う

か
。
自
分
た
ち
が
い
な
く
な
る
時
、

ご
み
だ
け
を
残
し
て
い
き
た
く
な

い
」
と
雄
飛
さ
ん
は
話
し
た
。
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あふれ返る物 必要かな…

「
あ
な
た
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
の
未
来

を
奪
っ
て
い
る
」
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
人
の

少
女
グ
レ
タ
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
ど
き
っ

と
し
た
。
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
〝
脱

プ
ラ
〞
と
い
う
言
葉
が
気
に
な
り
始
め
た

時
、
青
山
さ
ん
一
家
に
出
会
っ
た
。

２
歳
、
４
歳
の
子
が
い
る
記
者
の
自
宅

に
は
、
飲
み
か
け
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
原
料
の
紙
お
む
つ
、
お
も
ち

ゃ
が
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
る
。
ふ
と
「
自
分

が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
こ
ん
な
に
物
が
あ

っ
た
っ
け
…
」
と
思
う
こ
と
も
。

「
本
当
に
必
要
な
物
っ
て
少
な
い
ん
で

す
よ
」
と
い
う
青
山
さ
ん
の
暮
ら
し
に
学

び
た
い
。

政府は来年７月、プラスチ

ック製レジ袋の有料義務化の

実施を目指しています。

県内でも、ワイシャツの形崩れを防ぐ資

材を紙製にしたり、食品の包装を「可食性

フィルム」に代えたりと、脱プラに取り組

む企業が出てきているので、商品選択の際

の参考になるでしょう。

６月に北佐久郡軽井沢町で開かれたＧ20

のエネルギー・環境関係閣僚会合では木製

ストローが使われました。最近はシリコー

ン製や金属製の「マイストロー」もひそか

なブームになっているようです。

手軽で便利な生活を支えるインターネッ

ト通販ですが、梱
こん

包
ぽう

材なども一緒にやって

きますし、そもそも本当に必要な物か、ク

リックする前によく考えたいものです。

使い捨てのプラスチック製品な

どが大きな問題となっている海洋

ごみ。釣り糸や漁網などの海で使

う道具のほか、ペットボトルやレ

ジ袋など、リサイクルや焼却処分

されずに海に流れ込んだ日用品が

多く含まれる。

こうしたプラスチックによる海

洋汚染は地球規模で広がり、毎

年推計800万㌧以上のプラごみが

海へ流出。2050年には海洋中で魚

の重量を超えるという試算もあ

る。魚や海鳥が餌と間違えての

み込んだり、絡まったりして命

を落とすことも。波や紫外線にさ

らされて、おおむね５㍉以下に砕

かれた「マイクロプラスチック」

は、食物連鎖により、人間も含め

た生態系への影響が懸念されてい

る。

政府は５月に「海洋プラスチッ

クごみ対策アクションプラン」を

まとめ、対策として、代替素材の

開発、転換や、漁業者が引き揚げ

たプラごみの持ち帰り促進などを

盛り込んだ。県は５月、海へと流

れる河川の「上流」県としてプラ

ごみの排出抑制などを促す「信州

プラスチックスマート運動」をス

タート。レジ袋削減や代替製品の

製造など、プラ削減に協力する事

業者に登録証を交付し、ＨＰで紹

介している。

プラごみ削減 信州でも動き
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